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「

社

会
学
的
方

法
」

を
取

り
入
れ
た

。

こ

の

よ

う
な
視
点
を

取
り
入
れ

る

き
っ

か

け
と
な
っ

た

の

は
、

マ

ッ

ク

ス
・

ヴ
ェ

ー

バ

ー

で

あ
っ

た

が
、

そ

こ

か
ら
マ

ル

ク

ス

主

義
的
な

理
論
を
ど

う
扱
う
か

が

ト
レ

ル

チ

の

思

考
を

捉
え
た

。

ト

レ

ル

チ

は

こ

の

理
論
を

批
判
的
に
取
り
入
れ
、

偏
っ

た
一

面

的
な
歴

史
研
究
の

あ
り
方
に

反
対
し

、

多．
元
的
な

歴

史
の

構
想
を
主

張
し

た．、

ト
レ

ル

チ

は

社
会
学
的
な
方
法
を

導
入
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

時
代

を
形
作
る

様
々

な

構
成
物
の

相
互

連
関
を

捉
え
よ

う
と
し
た

。

つ

ま

り
、

ト
レ

ル

チ
が

も
つ

複
雑
な
思

考
に
、

さ

ら
に

社
会
学

的
な

視
点
が

取
り
入

れ
ら
れ
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

彼
の

〈

文
化
史〉

的
方

法
は
ま

す
ま
す

複
雑

さ
を
帯
び
る

よ

う
に

な
っ

た
と
い

え
る
。

　
ト
レ

ル

チ

は

「

歴

史
学
的

方
法
」

に
、

さ

ら
に

「

社
会
学
的
方
法
」

を

取
り
入
れ
る

こ

と
に

よ
っ

て、

単
に

精
神
性
の

高
い

も
の

を

捉
え
よ

う
と

し
た

だ

け
で

な

く
、

現
実
的
な
側

面
に

も
目

を

向
け

、

お
よ

そ
人
間
の

営

み
す
べ

て

の

相
互

連

関
を

捉
え
よ

う
と
し

た
。

こ

の

よ

う
な
態
度
が
ト
レ

ル

チ

独
自
の

〈

文
化
史
〉

概

念
を

形
成
し

、

従
来
の

「

文
化
史
」

と
は

異

な
っ

た
視

点
を
生
み

出
し

た
。

ト
レ

ル

チ

の

有
名
な、

当
時
の

通
説
を
覆

す
近
代
の

開
始
に

つ

い

て

の

テ

ー

ゼ

や
、

か
の

浩
瀰
な

『

キ
リ
ス

ト
教
教

会
と

諸
集

団
の

社
会

教
説
』

は
こ

の

産

物
で

あ
る

と
い

え
る

．

　
ト
レ

ル

チ
の

〈

文

化
史
〉

概
念
は

、

彼
が

最
晩
年
に

集
中
的
に

取
り
組

ん

だ
「

歴
史
主

義
の

問
題
」

に
も

連
な
る

も
の

で

あ

る
。

ト

レ

ル

チ

の

〈

文
化
史
〉

概
念
を

繙
き、

ト
レ

ル

チ

が

実
際
に

描
い

た

〈

文
化

史
〉

を

明
ら

か
に
す
る
こ

と

は
、

ト
レ

ル

チ

の

思
想
を
解
明
す
る
上
で
、

重

要
な

課
題
で

あ
る
と
い

え
る

だ
ろ

う
。

「

ユ

ダ

ヤ

人

イ
エ

ス
」

と

近
代
ド
イ

ッ久

保

田

浩

　
伝

統
的
な
「

イ
エ

ス
」

像
を

規
定
し
て

き
た
教
会
的
教
義
の

信
憑
性
が

揺
ら

ぎ
始
め

る

啓
蒙
期
以

降、
「

キ

リ

ス

ト
・

イ
エ

ス
」

に

代
わ

る
「

史

的
イ
エ

ス
」

へ

の

模
索
が
「

学
問
」

と
い

う
装
い

で

為
さ
れ
る
よ

う
に

な

っ

て

い

く
。

本

発
表
で

は
、

「

学

問
性
」

を

標
榜
し

つ

つ

「

イ
エ

ス
」

を

「

ユ

ダ
ヤ

人
」

と

し
て
雪
冂

語
的
に

表
象
す
る

営
為
（

ユ

ダ

ヤ

教
史
家
ヨ

ー

ゼ
フ
・

ク

ラ

ウ

ス

ナ

ー

と

宗
教

史
家
ヤ

ー

コ

プ
ーー

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム
・

ハ

ウ

ア

ー

の

「

ユ

ダ
ヤ
人
イ
エ

ス
」

像）

を
行
為
遂

行
的

実
践
と

捉
え、

一

九

三
〇

年
代
ド
イ

ツ

に

お
け
る

宗
教
史
的

現
象
と

看
做

し
、

「

イ
エ

ス
」

の

「

ユ

ダ
ヤ

人
」

性
は

当
該
の

時
代
の

宗
教
的
・

文

化
的
情
況
へ

の

実
践
的

関
与
の

為
に

創
出
さ
れ
た
文
脈
で

あ
る

と

い

う
観
点
か

ら
論
じ
る

。

　
ク

ラ

ウ

ス

ナ

i
同
ナ
ザ
レ

の

イ
エ

ス
』

（

一

九
二．
一
年

。

原

著
は

ヘ

ブ

ラ

イ
語

。

独
訳
第
一

版
一

九
三

〇

年、

第
二

版
一

九
三

四

年）

は
「

イ
エ

ス
」

研
究
の

目
的
を、

ユ

ダ
ヤ

教
的
護
教
論
に
よ
っ

て

歪
め

ら
れ
て

き
た

「

イ

エ

ス
」

像
を
批

判
し、

第
二

神
殿
期
の

政

治
的、

経
済

的
、

精
神
的

情
況
か
ら

「

イ
エ

ス
」

を
説
明
す
る

こ

と

で

あ
る

と

述
べ

る
。

そ
し
て、

「

ナ
ザ
レ

の

イ

エ

ス
」

は

厳
格
な

倫
理

規
範
を

説
い

た

「

フ

ァ

イ

リ
サ
イ

派
の

ラ

ビ
」

で

あ
る

と

結

論
付
け
ら

れ
る

。

し
か

し
ク

ラ

ウ

ス

ナ
ー

は

「

民
族
的
ユ

ダ

ヤ
教
」

と

「

誇
張
さ
れ
た

ユ

ダ
ヤ

教
」

（
「

イ
エ

ス
」

の

倫

理
規
範
と

そ
れ
に
基
づ

く
「

キ

リ
ス

ト
教
」）

と
い

う
対
立

図
式
を

立
て
、

後
者
は

実
現
不
可
能
な

程
に

極
度
に

理
念
化
さ
れ
た

倫
理
規
範
に
基
づ

い

て

お
り

、

「

民
族
」

に

と
っ

て

危
険
極
ま

り
な

く、
「

民
族
生
活
の

破
滅
」
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を
齎
す
と

糾
弾
す
る

。

他
方
ハ

ウ
ア

ー
は

、

『

ア

ー

リ
ア

的
キ

リ

ス

ト

？
』

二

九
三

八

年
）

で
、

「

イ

エ

ス
」

研
究
の

口
的
は
「

イ
エ

ス
」

の

言

行
が

「

真
の

ユ

ダ
ヤ
精
神
」

の

表
出
で

あ
っ

て
、

「

真
の

ア

ー

リ

ア

精
神
」

に

は

相
応
し

く
な
い

こ

と

を
「

学
問
的
」

に

確
証
す
る

こ

と
で

あ
る

と

す
る

。

彼
は

同
時
代
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教
会

内
で

見
ら

れ
た
「

ア

ー

リ

ア

人
イ

エ

ス
」

の

模
索
を
「

非
学
問
的
」

で

あ
る

と

批

判
し
、

「

イ
エ

ス
」

の一．＝
口

行
は
全

て

「

純
粋

な
ユ

ダ

ヤ

教
」

の

表
出
で

あ
る

と

す
る

。

し

か

し
、

「

民
族
的
特

質
」

を
備
え
た
ユ

ダ

ヤ
教
か

ら
牛

ま
れ
た

「

イ

エ

ス
」

の

教

説
は
、

「

非
民

族
的
或
い

は
超
民
族
的
な
特
質
」

を
持
つ

に

至

り、
「

自
然

的
秩
序
」

（

「

民
族
」

「

血
」）

を

否
定
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

「

ユ

ダ
ヤ
教
」

か
ら
拒
絶
さ
れ
た
と

す
る

。

　

両
者
の

「

ユ

ダ
ヤ
人
イ
エ

ス
」

像
は

極
め

て

興
味
深
い

形
で

共
鳴
し
て

い

る
。

両
者
が
描

き
出
す
「

ユ

ダ
ヤ

人
イ
エ

ス
」

像
に

は

両
価
性
（
「

イ

エ

ス
」

の

卓
越

性、

誠

実
性

、

一

貰
性
と
、

「

イ
エ

ス
」

の

「

非
民
族

性
」

「

非
自
然
性
」）

が
見
ら
れ
る

が、

そ
れ
は
両
者
の

議
論
の

根
底
に

あ
る
二

項

対
立

的
思
考
と
密
接
に

関
連
し
て

い

る
。

ま
ず、

肯
定
的
で

あ
れ

否
定

的
で

あ
れ
「

ユ

ダ

ヤ
人
イ
エ

ス
」

を

担

保
す
る

根

拠
と
し

て、
「

ユ

ダ
ヤ

人
イ
エ

ス
」

対
ヘ

レ

ニ

ズ

ム

的
「

異
教

徒
パ

ウ
ロ
」

と

い

う
対
立
図
式
が

見
ら

れ
る

。

こ

う
し
た

図

式
に

よ

っ

て、

「

真
の

純

粋
な

ユ

ダ
ヤ

教
」

が

前

提
さ
れ

て
、

つ

ま

り
概
念
的
に

創
出
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

、

人
間
の

生

の

全

体
性
を
包

摂
し
、

そ
れ

を

規
定
す
る

も
の

と
し
て

の

包
括
的
宗
教
と

人

間
の

生
の
一

部
へ

と

縮
減
さ

れ

た
所

謂
宗

教
と

表
現
し

得
る
対
立
図
式

も

見
ら

れ
る

（

「

民
族
的
ユ

ダ
ヤ

教
」

対
「

誇
張
さ

れ
た
ユ

ダ
ヤ

教
」 、

「

ア

ー

リ

ア

精
神
」

対
「

キ
リ

ス

ト

教
1ー

キ
リ

ス

ト

教
精

神
」）
。

但
し
こ

の

包
括
的
宀

示

教
は

現
実
的
所
与
で

は
な

く
、

彼
ら
が

望
ま
し
い

と
は

看
做

し
て

い

な
い

現
実
（
世

俗
的
な
ユ

ダ

ヤ

人

国
家
の

建
設、

キ

リ
ス

ト
教
が

宗
教
的
覇
権
を
主

張
す
る

ド
イ
ツ

社
会
）

へ

の

否
定
的
関
与
で

あ
る

と

同

時
に
．

理

念
を
可
視
的

現
実
で

あ
る

か

の

よ

う
に

見
せ

る

肯
定
的
・

積
極

的
関
与
の

言
説
で

あ
っ

た
。

ま
た
ハ

ウ

ア

ー

に

と

っ

て
、

ク
ラ

ウ

ス

ナ
ー

が

説
く

「

ユ

ダ

ヤ
人
イ
エ

ス
」

は、
「

イ

エ

ス
」

を
ユ

ダ
ヤ

教
の

純
粋
形

態
と

捉
え
る

根
拠
を

提
供
し
、

非
現

実
的
「

イ
エ

ス
」

1ー

キ

リ
ス

ト

教
に

対
し
て

、

「

民
族
」

と
い

う
現
実
に

根
ざ
し
た

「

ア

ー

リ

ア

精
神
」

を

対

置
さ
せ

る

可
能
性
を

提
供
し

た
の

で

あ
る
。

　
「

ユ

ダ

ヤ

人
イ

エ

ス
」

像
は

、

学
説
史
・

学
問
史
的
に

、

或
い

は

ユ

ダ

ヤ
・

キ

リ

ス

ト

教
間
の

「

対
話
・

和
解
」

の

歴

史
の

中
に

位
置
づ

け
る

こ

と

も
叮
能
で

あ
る

。

け
れ

ど

も
そ
の

同
じ

表
象
は
、

そ
の

都
度
の

歴

史
的

脈
絡
の

中
に
お

い

て

極
め

て

多
様
な
領
域
に

わ
た

る

言
説
と

し
て

も

機
能

し
て

い

た

の

で

あ
る

。

ル

ド
ル

フ
・

オ
ッ

ト
ー

と

デ
・

ヴ
エ

ッ

テ

藁

科

智

　
恵

　
本
発
表
で

は
、

ル

ド

ル

フ
・

オ
ッ

ト

ー

（

一

八
⊥

ハ

九
−
一

九
＝ 、
七）

に

お

け
る

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

理

解
を

取

り
上

げ
る

。

ル

ド
ル

フ

・

オ

ッ

ト

ー

は、

一

九
一

七

年
に

『

聖
な
る

も
の

ー
神
的
な
も
の

の

観
念
に

お
け
る

非

合
理

的
な

も
の

と
そ

の

合
理
的
な
も
の

と

の

関
係
に
つ

い

て
』

（
幻
賃
血
o
罵

O
詳
ρ

b
毯

ミ
匙

暗
翁

職
腎

ミ

職

毯

⇒
ミ
融

§
ミ
帖

ミ

§
丶

」
ミ

融

§
物

Oq

ミ
蹄

ぎ
遷

黛
蓋

職

鴇
ミ

譯
丶
誨

織
N

ミ
蹄

軌

ミ

ミ

葡

ミ
ご
嵩

ミ
§
（
bd
居

Φ
り゚一

帥

⊆

→

話
乏
Φ

口

鮮

旨
α

O

蕁
三
 

δ

一

ゆ

ミ
）

以
下、

『

聖
な
る

も
の

』

）

を
出

版
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